
/cわれっノOg′
・
c∂ノRθsθ∂rcわ和文要旨 59

ル″りθJθgたαJ Rιsιακλ 45巻 1・ 2号掲載論文

和文要旨

ガラパゴス諸島から得られたG“履Jαの1新種

D)ouglass J.Long・ John E.McC10sker

本論文 45(1):1-5

ガラパゴス諸島から得られた5個体の標本に基づいて深海性

チゴダラ科の 1新種 Gαル′ル′″s′力′ο″を記載 した。本種は ,

Gα″肋の他種から背鰭条数と臀鰭条数が少ないこと(8+56+58

と64-66),魚 思把数が中庸であること(4-5+9-11),小 発光器が腹

鰭基部より肛門に近く位置すること,体が暗色であること,垂
直鰭が鮮紅色で基部が暗色であること,舌端と口蓋骨中央部に

黒色素胞があることによって区別される.

(カ リフォルニア科学アカデミー)

タイ北部チャオプラヤ水系から採集された夕ニノボリ科の 1新種

川ι″J″ツZθκ
“
α
“
ι
“
Sお

土井 敦・ Maurice Ko■ elat
本論文 45(1):7-11

タイ北部のチャオプラヤ水系の1支流であるナン河からタニノ

ボリ科の新種〃ι
“
j“ッzθ″″α

“
κsJsを記載した。本種は胸鰭の不

分枝軟条数が9-11本,分枝軟条数が 10-12本 ;腹鰭の不分枝軟

条数が34本 (通常3本),分枝軟条数が8-9本 (通常9本 );全
側線鱗数が59-63枚 ;左右の腹鰭間隔が体長の8.1-9.6%と いう

特徴から本属他種から区別できる。また,本種は中国および台

湾以外の水系からの本属魚類の初記録でもある.

(土井 :〒 108-8477東 京都港区港南 4-5-7 東京水産大学魚

類 学研 究室 ;Kottelat:National University of Singapore,Kent

Ridge,Singapore)

サビハゼ稚魚の加入密度は生息場パッチの環境に影響される

か ?

佐野光彦

本論文 45(1):13-18

三浦半島油壺において,l ha内 に点在する8個の砂地パッチ

に生息するサビハゼの加入稚魚 (着底期の終了時に存在してい

た稚魚)の密度を調べたところ,パ ッチ間で明瞭な差がみられ

た.そ こで,加入密度の差はパッチ間の環境特性 (パ ッチの面
積,堆積物の粒径,餌密度,捕食者密度,他種定住魚の密度)
の違いに起因するかどうかを単回帰分析を用いて調べた。その

結果,加入密度の変動は5つの環境特性のどれとも有意に関係
しないことが判明した.したがって,パ ッチ間における加入密

度の差は,浮遊個体が底生生活により好適なパッチを積極的に

選択して着底したり,着底後の被食死亡率がパッチ間で異なる

ために生じた結果ではないことが示唆された。主要因の可能性

としては,浮遊個体における着底前の集群性が考えられた.

(〒 113-8657東 京都文京区弥生 1-1-1 東京大学大学院農学

生命科学研究科農学国際専攻)

サイズ構造を持つ河川性魚類群集の種内・種間における攻撃関

係に対する微生息場所および採餌行動の類似性の影響

西川 潮・中野 繁
本論文 45(1):19-28

同所的に生息する中層性河川性魚類4種 :アユ (P′
“
οg′οSSZS

α′″ッθ′な),イ ワナ (Sα Jッ
`′

j“夕sルタεο
““
ガ⇒,ヤマメ(θ

“
οrり′εtts

“
αsο
"), 
ウグイ(ルJbο′θあ″力歯

““
sJs)を 5つの体サイズグルー

プ (species― sizc groups;SSGb)に分け,それらについて攻撃行動

および採餌行動,微生息場所利用を観察した。攻撃行動はほぼ

すべてのSSGの組み合わせについて観察され,3カ 月間の調査

期間中にはSSG間 にほぼ直線的な優劣関係が認められた。アユ

は6月 には比較的劣位であったが,成長して7月 には2番 目に優

位になり,8月 にはヤマメとの間に優劣関係の逆転が生じた結

果,最終的に最優位となった.対照的に,体サイズの小さいウ

グイは常に他の魚から攻撃行動を受け続けた結果,調査期間中

を通じて最劣位であつた.3カ 月間の調査期間中,集中的な攻
撃行動は同じ微生息場所を選好する様々なSSGの組み合わせで

観察された.攻撃行動の方向と頻度はアユとヤマメとの間の優

劣関係の逆転そして/ま たは群集を構成するメンバーの密度や

体サイズ,資源利用の変化によって月ごとに大きく異なった.

攻撃相手の選好性は期間を通じて,SSG間 よりも,資源利用が
より重複していると想定されるSSG内 で高い傾向にあった.相

関分析の結果,SSG間 における攻撃相手の選好性は,6月 に
SSGの微生息場所利用の選好性と正の相関が認められたが,7,

8月 には微生息場所利用および採餌行動の選好性のいずれとも

有意な相関関係は認められなかった.こ れらのことにより,頻

繁な攻撃行動は,一期間に群集構成メンバーの微生息場所利用
の重複を反映していたと考えられた。

(西川 :〒 060札幌市北区 19西 8 北海道大学低温科学研究所
生物多様性 現住所 :Department of Zoology,University of
Otago,Po O.Box 56,Dunedin,New Zealand;中 野 :〒 053苫小牧

市字高丘 北海道大学農学部苫小牧地方演習林)

北部インド洋と紅海のサバはマサバではなくゴマサバである

Erin A.Baker O Bruce B.Colle■ e

本論文 45(1):29-33

紅海と北部インド洋 (ア ゼン湾とオーマン湾)の サバ属

Sεο
“
bθ″魚類の個体群は,第 1背鰭下と第2背鰭下の合計神経

間棘数30-33(26つ 9に対して),第 1背鰭下の神経間棘数 1640

(13-16に 対して),お よび第 1背鰭棘数10-13(9-10に 対して)
とによってゴマサバSo α

"s批
山sた夕s(マサバS.ヵροκJε夕sではなく

て)と 同定される。これらの形質はこの両種を区別するための

最もよい形態的形質である。この同定上の変更は,こ れまで太

平洋と西オーストラリア周辺の南東インド洋に分布が限定され

ていたゴマサバの分布範囲に大いなる拡大を意味することにな

る。
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(Baker: University of Toronto, Canada; Collette: National Museum

of Natural History, Washington, USA)

淡水および海水で飼育したアユの視床下部下垂体系におけるオ

キシトシン様,ニューロベプチド様ならびに生殖腺刺激ホルモ

ン放出ホルモン様物質の免疫組織化学的検出

本間義治 0重久浩之・千葉 晃・岡 俊哉
本論文 45(1):3542

浸透圧の異なる環境下においた魚類の,視床下部下垂体系に

おけるニューロペプチド類の役割を明らかにするために,アユ

を用い, オキシトシン様 (OXT),ニ ユーロペプチド様 (NPY),

ならびに生殖腺刺激ホルモン放出ホルモン様 (GnRH)物質の免

疫組織化学的研究を試みた.川 で採集したアユを淡水槽で馴致

した後,半数はそのまま対照群として残し,半数は1/3海水を

経て海水槽へ移し,実験群とした。OXT様の免疫活性は,アル

デヒドフクシン陽性反応を示す神経分泌系と同様な箇所で検出

されたが,対照群ではことに視束前核と神経葉辺縁部に強い陽

性反応がみられた.一方,実験群ではごく弱い反応しかみられ

なかったので,反応物質が放出されたことが示唆された.NPY
様免疫活性は,視束前核を除く広範な部分でみられたが,両群

間で大差がなく,わずかに実験群の方で腺性下垂体主部背方域

が強い反応を示した。しかし,GnRH様 免疫活性は,両群間で

差が認められなかった。上述の結果から, ことにOXT(多分イ

ソトシン)が浸透圧調整に役割を果たしているらしいことが推定

される。

(本間 。重久 :〒 950-21新潟市五十嵐二の町8050 新潟大学

理学部 ;千葉 。岡 :〒 951新潟市浜浦町 1-8 日本歯科大学

新潟歯学部)

/“ JθPs bりα
`α

″Parin&Kotly鴫 1984の再記載,類縁関係およ
び新分布

Bruce A.Tholmpson

本論文 45(1):43-51

完模式標本のみに基づいて東部太平洋から記載されたИ
"′
″s

bげαεα′Jの再記載を行った.本種の標本は現在までに400個体以

上が採集された。本種はИ.″α
“
αθ,И .ノル
“
θ″οS"Sお よびИ.θαルー

4α′Jで構成される大西洋種群に属する唯一の太平洋産の種であ

る。本種は大西洋種群と短い背鰭基底と色彩パターンを共有す

る。本種が新たにエクアドルとガラパゴス諸島から得られ,中

部バハカリフォルニア (北緯25度 )から南緯3度までの東部太平

洋に分布することが明らかになった。

(ルイジアナ州立大学)

オニオコゼの骨格形成

今村 央・矢部 衛
本論文 45(1):53巧 7

カサゴロの単系統性の検証の一環として,オニオコゼの全骨

格系の形成過程を,飼育された5個体の仔魚と4個体の稚魚

(4.2-10。 lmm BL),及 び天然水域で採集した2個体の成魚に基づ

いて詳細に記載した。用いた仔稚魚では,基蝶形骨の形成と,
最上の射出骨と肩月甲骨,尾部上葉の骨板と尾部棒状骨,及び尾

鰭前第3椎体と血管棘の癒合以外はすべて観察された。魚思弓上

部の棒状骨は骨化したinterarcual cartilageで あると考えられてい

たが,こ れは歯板を持たない第2咽魚思骨であることが判明した。

尾鰭骨格の形成は覆尾骨の状態,上尾骨数及び下尾骨の形成以

外はフサカサゴ科の Gノ
““
αPお熔
“
αttοκ′
"sと
よく一致した。

上尾骨の数と尾鰭前第2椎体の神経棘の長さは成長に無関係に

変化した。このことから本種ではこれらの骨の状態に個体変異

があると推測された.

(今村 :〒 031青森県八戸市鮫町下盲久保25-259 水産庁東

北区水産研究所八戸支所 ;矢部 :〒 041北海道函館市港町3-

1-1 北海道大学水産学部機能生物学講座)

シナビラメカpλ″1,″
“
納 sJ“
“
sJsの骨格系,およびその類縁関係

に関する考察

星野浩一・尼岡邦夫

本論文 45(1):69-77

シナビラメルρ力″J“
“
′θs sJ“″sJsは ,カ レイロ内における分類

学的な位置が問題とされている種である。本種の全骨格系を観

察し,詳細な記載を与えた。また観察された派生形質に基づき,

本種の系統的な位置を検討した。シナビラメは「カワラガレイ

亜科,Rhombosoleinac,ベ ロガレイ亜科,Achiridac,サ サウシ

ノシタ科,お よびウシノシタ科からなるクレード」の姉妹群であ

る可能性が示唆された.こ のクレードは,「第2神経棘が前傾し

頭蓋骨に近接する」という派生形質をシナビラメと共有する.

このことは,本種を従来含められてきたヒラメ科から除外する

見解を支持する.

(〒 041函館市港町3-1-1 北海道大学水産学部生産基礎生物

学講座)

タイ湾から得られたクロサギ科クロサギ属の1新種G宥容均加‐

θJα″
“
s sp.nov.

岩槻幸雄・木村清志

本論文 45(1):79-84

タイ湾から得られたクロサギ科クロサギ属の1新種 Gθ r″s J4-

ヵsε Jα′
"s sp.nov。

が3個体の模式標本から記載された。本種は,

背鰭第2棘が非常に長いことからイトヒキサギG。メル
“
ι″οsクsや

ホソイトヒキサギG.“α
““
″加sに似るが,生鮮時には,背鰭

第 1お よび第2軟条先端が明瞭な黄色であることや,背鰭の第
4-第 9棘間の鰭膜縁辺が黄色がかった黒色で縁取られているこ

とから区別できる。さらにイトヒキサギとホソイトヒキサギで

は暗色の卵型の斑点列横帯 (体長約loo mm以 下では暗色横帯)

および暗色横帯をそれぞれ持つが (固定後特に明瞭),本種はそ

のような横帯を生鮮時および固定時にも全く持たないこと,お
よび計数形質の違い等から容易に区別される。本種は,現在の

ところタイ湾北部の海域にのみ知られ, クロサギ属魚類の中で

背鰭第2棘が糸状にのびるグループ (G"窮ノ′α縦″οstt com…

plex)の 1種であり, イトヒキサギおよびホソイトヒキサギに次い

でこのグループの第3番目の種になる。

(岩槻 :〒 889-21宮崎県宮崎市学園木花台西 1-1 宮崎大学

農学部動物生産学科水産増殖学講座 ;木村 :〒 517-07三重県

志摩郡志摩町和具 私書箱 11号  三重大学生物資源学部附属
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高知から得られたハチビキ科の1新種ヒチビキ

宮原 ―・岡村 収
本論文 45(1):85-88

高知市の御畳瀬魚市場で採集された14個体 (157.0-131.5mm

SL)お よび土佐湾での着底 トロール調査の際に採集された1個体

(79。 9mm SL)に基づき,ハチビキ科ハチビキ属の 1種 ヒチビキ

DソカЮθ′θs“ JθЮθηsを記載した。本種は背鰭軟条数が 12であ

ること,魚思孔後縁に1個の低い肉質突起があることなどの特徴

でインド洋に分布するEo αεα″J″αにもっともよく似るが,魚思孔後

縁上部に溝があること,側線鱗数が70-72であること,頭長が

体長の26.8-28.4%で あることなどの特徴で後者とも明瞭に区別

できる。

(宮原 :〒 041函館市港町3-1-1 北海道大学水産学部生産基

礎生物学講座 ;現住所 :サ ウジアラビア野生生物保護委員会 ;

岡村 :〒 780高知市若草町1549-3 自然科学研究所)

藻食性シクリッドNιθJα
“
P″J磐
“
s“θθ浦におけるなわばりの大

きさと防衛行動の水深による差異

狩野賢司

本論文 45(1):89-94

タンガニイカ湖南岸に棲息するシクリッドの1種 Nθο′α
“
ρЮ′ο…

ys“θθ″ガにおける水深によるなわばりの大きさと防衛行動の違
いを調査した。本種は藻食性であり,餌の共通性の高い魚類に

対してなわばりを防衛した.浅い場所では魚類の密度が高いた
め, より多くの魚がなわばりに侵入した。浅い場所になわばり

を持つ個体はこれらの侵入魚に対し頻繁に攻撃を行なったが,

侵入魚に対する攻撃率は深い場所と差がなかった。深い場所の

方がなわばリサイズが大きく,なわばり内の藻類の総量も多か
った.深い場所でなわばリサイズが大きい理由として,1)餌を
めぐる競争者の侵入頻度が低いため,なわばりが広くても防衛
のコストが小さい,2)低照度のため藻類の生産性が低く,な わ
ばりを広くして餌資源を確保しなければならない,の 2つが示唆

された.

(〒 905-02沖縄県本部町瀬底3422 琉球大学熱帯生物圏研究
センター瀬底実験所 ;現住所 :〒 184東京都小金井市貫井北

町4-1-1 東京学芸大学生物学教室)

ウナギ胚・仔魚期における体表上の塩類綱胞

笹井清二・金子豊二・塚本勝巳

短報 45(1):95-98

人為催熟により得られたウナギИ′ν J′′αノ″οれたαの胚および仔

魚で卵黄嚢上皮または体表に存在する塩類細胞を免疫組織化学

的手法によって検出した.Wholc― mount試料によるNa+,K+―AT…

Pase抗体を用いた免疫染色の結果,孵化直前のウナギの胚では

体表の大部分を占める卵黄嚢上皮に,ま た卵黄の吸収が進んだ

孵化5日 目の仔魚では皮膚に多数の塩類細胞が検出された.成

魚において重要な浸透圧調節器官である魚思が未発達なこの時期

では,体表の大部分を占める卵黄嚢上皮あるいは皮膚の塩類細
胞が,魚思に替わり海水中で体内に過剰となる塩分を排出してい

ると思われる.

(〒 164東京都中野区南台 1-15-1 東京大学海洋研究所)

ネコギギ (ナマズロギギ科)の計数形質の変異

渡辺勝敏

短報  45(1):99-104

伊勢湾周辺域から広く採集された希少淡水魚ネコギギの5個

体群計222個体について鰭条数と脊椎骨数の計6計数形質を調

べたところ,モ ード (範囲)は ,胸鰭 三I,7(6-8),腹 鰭 :6

(6-7),背鰭 :I,7(6-8),臀 鰭 :17(1640),脊椎骨数 (ウ ェー

バー器官を含む):41(4043)で あつた。背鰭条数を除くすべて

の形質の平均値とすべての形質のばらつきに個体群間で有意な

変異が認められた。胸鰭・腹鰭条数が左右非対称な個体は各個

体群でそれぞれ0-19%,7-34%含 まれ,こ れらの割合にも個体

群間で有意な差異があった.こ の左右非対称性は右一左の値の

平均は0であるが,尖度が正の非正規分布であった.計数形質
に見られたさまざまな変異は地域個体群間に遺伝的特性の差異

があることを示唆する.

(〒 108東京都港区港南4-5-7 東京水産大学魚類学研究室 ;

現住所 :〒 917福井県小浜市学園町 1-1 福井県立大学海洋
生物学研究室)

Rλθル″s sJ“
“
sお (タナゴ亜科,コ イ科)は中国産R力θル

“
s Jllgλ′J

および韓国産R.ηι″Jのシエアシノニム

赤井 裕・新井良―
短報 45(1):105-110

R力οルタs sJ“κs,sの タイプ標本をR力οル雰 Jjg加およびR.りぁ J

の原記載 (および原図)と比較した結果,中 国産R.′Jg加および

韓国産R.η
`筋
はR.sJ“
“
sJsと 同種であることが判明した。本種

の特徴は魚思蓋上方の黒斑が雄雌にみられる,雄の臀鰭辺縁の明

瞭な黒いバンド,体側縦隊は尾柄から背鰭起点下に走る,背鰭
の最長不分岐条は軟らかいことである。体高/標準体長は中国
の南部 (安徽省,上海,広西自治区)で高く,北部 (遼寧省 ,
山東省)で低い傾向がみられ,韓国産は中国産の変異幅の中に

収まった.同様の傾向は背鰭および臀鰭の分岐条数にもみられ,

背鰭分岐条数は南部で9-11,北部で8-9,臀鰭分岐条数は南部

で9-11,北部で8-9であり,韓国産はそれぞれ9,9-loで中国
産の変異幅内であった.

一方,中国の魚類学者により,現在,Ro sJκθ″sJsと 同定され

ているタナゴは■ s,“
“
sな とはまったく異なり,R.“αε露′α加 ,R.

″θ′α′
"sな
どの複数種からなる多系統群であるcこ のような学名

の混乱はWu(1931)が Ro sJ“″s,sを誤認してR。 ′懃物を記載した

時点に生じたと考えられる.

(赤井 :〒 260千葉市中央区青葉町955-2 千葉県立中央博物

館。 現住所 :〒 171東京都豊島区池袋2-11-9安藤ビル305

日本生態系協会 ;新井 :〒 113文京区本郷7-3-1 東京大学

大学院理学系研究科生物科学専攻)

ハゼ科の新属新種ル″
“
磐θbJ“ sありαsaJ

岩田明久・細谷誠-0新村安雄
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本論文 45(2):113-119

日本およびオーストラリアより得られた11個体の標本を基に,

ハゼ科の新属新種丘力″οgθ bj夕s力のαs″Jを記載した。本属は以

下の形質を合わせ持つことによリハゼ科の総ての属から区別さ

れる 三第1背鰭第1棘は硬く直線的で,太 さは第2棘の約 1.5

倍 ;第 2背鰭第 1棘は硬く,太 さは第2背鰭第 1軟条とほぼ同じ

で,通常の大きさの2つの担鰭骨によって支持される ;吻は突
出する ;前鯉蓋棘がない ;背鰭前方鱗がない ;総ての鱗が円

鱗◆本種は強い潮流のある,水深 1つOmの清列なサンゴⅥ焦の砂

底にみられる.テ ッポウエビ類とは共生しない.

(岩田 :〒 100東京都千代田区千代田1-1 宮内庁侍従職 :細

谷 :〒 158東京都世田谷区玉川3-14-5 新日本気象海洋
(株 );新村 :〒 501-25岐阜県岐阜市世保 580-3)

ハゼ亜目σθbJθ」i″′s属魚類の再検討

Edward Oo Murdy

本論文 45(2):121-133

ハゼ亜目のGobioides Lacepё de,1800に 属するハゼ類は,ハ
ゼ科のAmblppinacに属するハゼ類と, ウナギ様に伸長した体

と連続した背鰭という特徴を共有し, さらに浅海の泥底に生息

するという共通性がある。これらのことから,Gο bJοJルsが Am…

blyopinacに属するとする研究者も多い。その一方で,両者の形

態的あるいは生態的類似は同形形質的類似であるとし,両者の

近縁な類縁関係に反論する研究者も多い。本研究の結果は,

Gο b′ο′ルs属魚類がAmblyopinacと は別のハゼ科のGobionellinac

に属するという意見を支持するものである.Gο b′鍼たs属の魚類

は以下の形質によってAmblyopinacに 属する魚類と区別でき

る :大 きな眼 (Gο bJοJ″sでは小さいが,Amblyopinacではほと

んど日立たないくらいさらに小さい),少 ない背鰭と臀鰭鰭条数

(14と 20対 27と 48),脊椎骨に対する鰭要素 (1:1対 2:1).Gο b―

Jο Jグθs属魚類は体長500 mm以上に達するのに対し,Ambly―

opinacで は300 mmを 超えることは稀である.Gθ bJθJルs属は5種

(G。 こグンJθα″γs,Go b“θγssθκθ′′,Go g“αttα
“
αι,G。′θr"α

“
ッs,Go sα gJ′′α)

からなる。Gο b′οJルsと Amblyopinacの ハゼ類は同じような生息

場所を占めるが,両者が同所的に分布することはない。Gοb_
Jθ′″s属魚類は東西大西洋の熱帯から亜熱帯の沿岸 (セネガル～

ザイール,南カロライナ～南ブラジル)と 東大平洋の熱帯沿岸
(メ キシヨ～チリ)に分布する.

(〒 107東京都港区赤坂 1-10-5 米国大使館科学財団事務局)

ヌマチチブレJル
“
′1lgιr肋″加αιゎ″ッ

“

滋おにおける卵保護雄の

保護力

増子勝男

本論文 45(2):135-139

霞ケ浦 (北浦)に 生息するハゼ科の一種,ヌ マチチブルJ_

ル″Jgθ r ttЮ J″αθ b″ッJψ J“ Jsを用いて,同種雄の侵入に対する保

護雄による巣と卵の保護力を測定した。保護力の測定は,卵保

護をしている雄の入った水槽に様々な体サイズの雄を入れ,保
護雄が巣と卵を守り続けられる侵入雄の体サイズを調べる方法

で行った。本研究では,保護力は保護雄に対する乗っ取り雄の

相対的な体長で見積もった。その結果,保護雄は相対体長にし

て自分より4%ま で大きい体サイズの雄に対しては,その侵入か

ら巣と卵を守り続けることができた。しかし,侵入雄の体長が

4%を越えると,徐々に保護に成功する割合は減少し,16%以
上の大きさをもつ雄の侵入に対しては,巣 と卵を守ることは全

くできなかった。また,この実験期間中の保護雄の体重増加は,

摂餌機会の減少と卵へのブラッシングやファニングなどの保護

行動により,非保護雄に比べて低かった.こ れらのことから,
雄の体サイズは雄間競争を通して繁殖成功度に影響を与えるこ

とが示唆された.

(〒 310茨城県水戸市文京2-1-1 茨城大学教育学部生物学教

室 ;現住所 :〒 315茨城県新治郡千代田町下稲吉2273-2 千

代田町立下稲吉中学校)

本州東部太平洋岸から得られたハゼ科の1新属新種

渋川浩―・岩田明久

本論文 45(2):141-150

福島県および千葉県太平洋岸から得られた15個体の標本に基

づき,ハゼ科の新属新種S″力ο″οgο bj堺
“
夕θヌエハゼ (新称)を記

載した。本属は1)眼下にまで伸長する,分枝や開孔部のない

(末端開孔をのぞく)眼下管をもつこと,2)眼肩甲管は開孔 A′
からL′ まで連続しており,末端開孔および開孔D以外に開孔部
をもたないこと, という2形質で特徴づけられる.ハゼ亜目魚

類のうち,眼下にまで伸長する発達した眼下管をもつものとし

ては, これまでツバサハゼ科のツバサハゼおよびハゼ科のワニ

ハゼのみが知られていたが,いずれの眼下管も多数の分枝や開

孔部をもつことで本属の状態とは異なる。また本属は,以下の

形質の組合せによっても,他の全てのハゼ科の既知属から識別

される :第 1背鰭棘数は7-9(通常8);胸鰭鰭条数は24-26で ,

上部の7-9鰭条は遊離軟条からなる ;腹鰭の膜蓋は肉厚でがっ

しりとしており,その後縁は浅く湾入する ;鱗はすべて円鱗で,
縦列鱗数は87-96;脊 椎骨数は13-15+19-20=33-34(通常14+

20=34);背鰭担鰭骨と神経棘との挿入関係 (P― V)は通常3/11111

1110/11;第 1血管棘前方に挿入する臀鰭担鰭骨数は34(通常
3);前鰍蓋後部から順にかけて1列の肉質突起列がある ;前鼻

管の先端に小さな皮弁をもつ.中軸骨格の特徴から判断すると,

本属はマハゼ属およびその近縁属魚類からなる一単系統群に含

まれると考えられる。

(渋川 :〒 108-8477東 京都港区港南4-5-7 東京水産大学魚

類学研究室 ;岩田 :〒 100東京都千代田区千代田1-1 宮内

庁侍従職)

東北地方太平洋側から得られたゲンゲ科の1新種

篠原現人・松浦啓―

本論文 45(2):151-155

東北地方太平洋側の500-700mの深海からオッタートロール

により採集された標本 10個体に基づきゲング科ヘビゲング属の

新種ン
““
あのsα
"″
″′Jαθαを記載した。本種は脊椎数が85-88

と少なく体が太短いことで,ア リューシャン列島から知られる

フトヘビゲングン
““
力
`鉢
α′′αと東北地方太平洋側から報告の

あるウロコヘビゲングン
““
力θレss,αα

“
οsα に類似する。しかし,

体色が橙色であること,胸鰭鰭条数が 13-16で あること,前魚思
蓋下顎孔数が7(下顎孔4個 ,前魚思蓋孔3個 )であることで後者
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“
2種 と識別される。新種には体色の特徴からダイダイヘビゲング

という新標準和名を与えた。

(〒 169-0073東 京都新宿区百人町3-23-1 国立科学博物館動

物研究部)

東京湾のハタタテヌメリの産卵期および性的二型の発達

池島 耕 0清水 誠
本論文 45(2):157-164

東京湾におけるハタタテヌメリの産卵期は春 (24月 )から秋

(10月 )で,春 と秋に盛期があった。雌は満 1歳で成熟し,秋に

産卵群に加わった。また最小成熟体長は60 mmSLと 推定された.

雄の最小成熟体長は80 mmSLを越えないものと推定された。吻,

腹鰭,第 1背鰭第 1棘 ,第 2背鰭最後部軟条,臀鰭最後部軟条,
尾鰭軟条の相対成長より性的二型が確認された。雌では,吻お

よび腹鰭は等成長 (isometric),他 の部位は弱い優成長 (pOS� Ve

aHOmctry)を 示した。雄ではいずれの部位も45 mmSLま では,雌
と同様な成長を示したが,45か ら80 mmSLにかけて,吻および

腹鰭以外の部位は強い優成長を示した。80 mmSL以上では各部

位の体長に対する比率はほとんど増加しなかった.雄に特徴的

な第 1背鰭の紋様を持つ個体は45 mmSLで現れ,80 mmSL以 上

ではすべての雄がその紋様を持っていた。

(〒 113-0032東 京都文京区弥生 1-1-1 東京大学大学院農学生

命科学研究科水圏生物科学専攻 ;清水 現住所 三〒252-0813
神奈川県藤沢市亀井野 1866 日本大学生物資源科学部)

アカゴチ属魚類の再検討およびオーストラリアとインドネシア

から得られた3新種の記載

今村 央・ Leslie W.Knapp
本論文 45(2):165-178

アカゴチ属B`″ b″sの再検討を行った。その結果,本属には

既知種のアカゴチB。ノηοκたαとβo α″
“
″s,sの他に,オーストラ

リアとインドネシアに3未記載種が分布することが明らかとなっ

た。これらの種はこれまでアカゴチと混同されていた。3θ
“
bκ s

“
αθЮ′ηおは体の鱗力Ⅵ さヽいこと,胸鰭条数が 17-19本 であるこ

と,胸鰭に1個の暗色班を持つこと,臀鰭条数が 14-15本 であ
ること,頭 と眼宙が小さいこと,尾鰭に1本の幅広い暗色帯を

持つことなどで特徴づけられる。3θ
“
b″ s′ο′g″ J",sは胸鰭がや

や長いこと,胸鰭条数が 17-19本 であること,胸鰭後端に暗色

班がないこと,尾鰭に1個の暗色班があること,魚思弓上部の魚思

把数が 14本であること,臀鰭条数が 13-14本 であること,頭
がやや大きいこと,お よび眼径が小さいことなどで他の本属魚

類と区別できる。3θ
“
わ″s“管αεリカα′αは尾鰭に数本の暗色帯が

あること,眼径が小さいこと,胸鰭条数19-20本であること,
胸鰭後端に暗色班がないこと,頭が大きいこと,魚思弓上部の魚思

把数が2-4本であること,臀鰭条数が 15本であること,体の鱗
が小さいことなどから識別可能である。本研究ではアカゴチ属

5種の検索表を付した。

(今村 :〒 031青森県八戸市鮫町下盲久保 25-259 水産庁東

北区水産研究所八戸支所 ;IKnapp:National Museum of Natural

HistOry,Smithsonian lnstitution,USA)

軟骨魚類z“並ヵs sc力漸輌の牌臓に関する光学的ならびに電子

顕微鏡的観察

EHena J.Galindez O Mario Co Aggio

本論文 45(2):179-186

軟骨魚類の牌臓に関する研究は少なく, しかも水産上重要種

に限られている。本研究ではM夕s′θ′夕s sc力
“
j′

`jの
牌臓について,

組織・細胞・超微構造のレベルから記載した。本種の牌臓は,

胃の背方に沿って存在する延長性の器官で,筋組織を含まない

厚い被膜で覆われている。基本的な赤牌臓と白牌臓の区別は容

易である。白牌臓を囲んで,辺縁牌洞が存在する。エリプソイ

ド(楕円体)は数多く,赤牌臓,小節状構造の内部または辺縁

牌洞の中に存在する.大食細胞やメラノ大食細胞と共に,2種
類の細網細胞が見られる。造血は赤血球様および血小板 (栓球)

様の未熟ならびに成熟細胞の系列を通して明らかであるが,顆

粒球造血の証拠は見られない。ホシザメ属の種間,お よび軟骨

魚類と哺乳類の牌臓の比較を行った。

(Universidad Nacional del Sur, Argentina)

耳石日周輪から示唆されたウナギの同期産卵

塚本勝巳・李 泰源・望岡典隆
本論文 45(2):187-193

ウナギИ駕所JJαノ″θ″εαの正確な産卵時期を明らかにするた

め,1991年 7月 にマリアナ諸島西方の本種の産卵場近海で採集

されたウナギ仔魚の日令査定を行い,孵化日組成を検討した。

解析した54尾のウナギ仔魚 (全長 10.2-30.5mm)の 孵化日は

1991年 の5月 22日 から6月 24日 の範囲にあり,その頻度分布は

大きく5月 生まれと6月 生まれの2群に分れた。これらのモード

はそれぞれ5月 28日 と6月 21日 で,その間隔は24日 となった.

このことから,ウ ナギは産卵期間中連続的に産卵するのではな

く,ある決まったタイミングに同期して産卵していることが示

唆された。このことは1986年 と1990年 に採集されたウナギ仔魚

の孵化日組成の解析からも支持された.ま た産卵間隔として今

回の解析では月周期 (約 29日 )よ りやや短い値が得られたが,

日令査定のバイアスや誤差を考慮すると,ウ ナギは月周期に従

って同期産卵している可能性が強いと考えられた.産卵場の西

に設けた東経 131度 ,134度 ,137度の各採集測線別に仔魚の孵

化日組成 。日令組成 。全長組成を解析することにより,同期産

卵に由来する各月生まれの仔魚は0。 375mm/日 で成長しつつ,北

赤道海流の中を西方へ輸送されることが明らかになった。

(塚本 :〒 164-8639中 野区南台 1-15-1 東京大学海洋研究

所 ;Lce:Chungnam National University,Korea;望 岡 :〒 812-

0053福 岡市東区箱崎 6-10-1 九州大学農学部水産学科 )

マレーシア沖より得られたミゾイサキ科魚類乃″αααws“
“

1テ

““
―

“
ια′
“
sの再記載とユ

“
α
`“
Jα′
“
sとの比較

岩槻幸雄・河野 博・井田 齋
短報 45(2):195観 00

マレーシアのクアラトレンガヌ (Kuala Tercngganu)の プラウ

カンビン魚市場 (Pulau Kambing Fish Market)と サラワク沖合より

得られたミゾイサキ科魚類の7個体の標本 (体長114-181 mm)

は,Лο
“
洵眺ガ γ″′

“
αε
"′

α′
"s Tian,1982と

同定された。本種は,
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中国の海南島近海の標本に基づいて記載されたが,中国語 (短
い英文要約付)での記載に加え,原記載以来報告されたことの

ないために殆ど知られていないミゾイサキ科魚類である。本報

告は本種の2度 目の記録であり,東南アジアからの初めての記

録になる。本種を模式標本を含めて詳しく再記載するとともに

最も類似する同属のマダラミゾイサキP.“αεノα加 (Bloch,1792)

との違いも明らかにした。本種は,項部をまたいで,体側にい

たる幅広の1黒色横帯があることからマダラミゾイサキに最も似

るが,後者は項部に幅広の 1黒色横帯と背部 (背鰭下)に不完
全な幅広の3黒色横帯の合計4横帯を持つことで異なる。さら

に,前者は,背鰭棘前方の上に濃赤色斑を持つこと (後者は黒

色斑),お よび上顎中部から後部が涙骨下縁に広く覆われるこ

と (後者は通常覆われないか,後部のみ覆われる)等により,後

者とは容易に区別出来る。

(岩槻 :〒 889-21宮崎県宮崎市学園木花台西 1-1 宮崎大学

農学部動物生産学科 ;河野 :〒 108-8477東京都港区港南4-

5-7 東京水産大学魚類学研究室 ;井田 :〒 022-01岩手県気

仙郡三陸町越喜来 北里大学水産学部)

琉球列島で採集された日本初記録のテングヨウジ属2種

吉野哲夫・吉郷英範
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日本産のテングヨウジ属魚類としてはこれまでにテングヨウ

ジ, イッセンヨウジおよびホシイッセンヨウジの3種が知られて

いたが,このたびヒメテングヨウジ (新称)νた4ο

"お
(θοS′θ′加S)

ヵgθ rjj Peters,タ ニヨウジ (新称)MJε″η″s(L″力οεα
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″S)κ″JJ

(Blecker)の 2種が琉球列島から採集されたので記載・報告を行

った.沖縄島から得られたヒメテングヨウジは,吻は長く,主

魚思蓋骨上に1縦走隆起線とその下方に数本の斜走隆起線を持ち,

中間板に隆起線が発達しないことからテングヨウジ亜属 (OθS′―

αtts)に 含まれ,体輪数20+25,背鰭条数35,体長に対する頭

長比6.8な どの形質を持つことなどで同亜属の他種と区別され

る。また西表島から得られたタニヨウジは,吻がやや短く,主

魚思蓋骨上に1縦走隆起線とその下方に数本の斜走隆起線を持つ

が,中 間板に隆起線が発達することからタニヨウジ亜属 (新称)

(ι″力θεα
“
νs)に含まれ,体輪数 16+30,背鰭条数36,尾部の

中間板に隆起線を持つことなどで同亜属の他種と区別される。

両種ともに日本から初めて報告されるが,特 に前種はフイリピ

ン以外では初めての記録となる。

(〒 903-0129沖縄県中頭郡西原町千原 1 琉球大学理学部海

洋自然科学科)

南日本から採集されたアシロ科の稀種/J`θ
`″
α rθs′″」α(リ ュウ

ジンアシロ :新称)

遠藤広光・町田吉彦・大田 秀
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1989年 11月 に高知沖で行われた淡青丸 (東京大学海洋研究

所)の トロール調査において,深海性のアシロ科И′θοεたJα 4θ s―

化向2個体が採集された.本属はИ.Юs協山一種のみを含む。完

模式標本との比較から,本種の背鰭・臀鰭鰭条数 (102-120,
84-98)の 種内変異幅は,他の形質 (例えば,脊椎骨数69-71)に

比べ著しく広いことが明らかとなった.本種はこれまでセレベ

ス海からの完模式標本,マ ダガスカル島沖からの6標本, さら

にニューカレドニア沖からの2標本が知られているが,本報告が

日本周辺からの初記録であるため,新称 (リ ュウジンアシロ

属 :新称)を提唱する。

(遠藤 0町田 :〒 780高知市曙町2-5-1 高知大学理学部生物

学教室 ;太田 :〒 164-8639東京都中野区南台 1-15-1 東京

大学海洋研究所 )

ウナギ仔魚の鉛直分布

大竹二雄・稲垣 正・蓮本浩志・望岡典隆・塚本勝巳
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ウナギ仔魚の鉛直分布をMTDネ ット(多層同時水平曳きネッ

ト)を用いて調査した。調査は1991年 と1994年 に行われた東京

大学海洋研究所研究船白鳳丸ウナギ産卵場調査航海 (KH-91… 4,

KH-94-2)で 行われた.MTDネ ットの曳網は昼夜合わせて11回
行われ,曳網水深は表層から500mま での間の11層であった。

2回の調査で採集された仔魚の数 (平均全長±標準偏差)は ,

それぞれ22尾 (11.7± 2.30 mm)と 51尾 (20。 2± 2.24 mm)であつた.

いずれの調査でも分布パターンに大きな違いはなく,夜間は水

深60-125mに ,昼間は水深 125観 20mに分布があった。このこ

とはウナギ仔魚が日周鉛直移動を行っていることを示唆する。

また夜間の分布中心は水深60-100mに あり, これは水深75-

100mに顕著に形成された塩分躍層の上層部に一致した.

(大竹 :〒 514津市上浜町1515 三重大学生物資源学部 ;稲

垣・蓮本 0塚本 :〒 164-8639東京都中野区南台 1-15-1 東

京大学海洋研究所 ;望岡 :〒 812福岡市東区箱崎6-10-1 九

州大学農学部)


